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店舗内行動のエスノグラフィー 分析サービス とは

課題1 店舗内で顧客が何を考えて行動しているのかを知りたい

店舗内施策やプロモーション施策をリニューアルしたい

店舗内行動の観察とインタビューにより、顧客の無意識の行動とその理由に関
する情報を取得します。その情報をワークショップ形式で参加者全員で情報整
理を行い、インサイトの発見と施策アイデア立案を行います。
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課題2

観察＋インタビュー調査 ワークショップ

●顧客の店舗内行動を観察
●その行動の理由を現場で
インタビュー聴取

●店舗内行動を整理しながら、
インサイトを発見

●インサイトから施策を立案

店舗施策・店頭商品施策のテコ入れを行いたい方に

このような課題をお持ちの方に適した分析サービスです。

～AI時代のマーケティングにおいて、なぜ「現場観察」が必要なのか～

AIの急速な進化によって、マーケティングのデータ収集や予測分析、コンテンツ
生成の精度と速度は劇的に向上しました。しかし、どれだけAIが進化しても「現場
観察（エスノグラフィーや定性調査）」の価値が低下するどころか、むしろ重要性
が高まっています。

現場観察
（一次情報）

AIは「答え（仮説の検証・最適化）」を高速で導き出す道
具であり、現場観察は「独自の問い（仮説の発見）」を生
み出すプロセスです。データ主導の時代だからこそ、一次
情報に触れる現場観察が最大の差別化要因になります。



店舗内行動のエスノグラフィー 分析の手順
※図表は、当社実施「カプセルトイショップの店舗内行動分析」

SETP1 (現場観察)完全非関与観察

SETP2 (現場観察)追体験型インタビュー

SETP3 (ワークショップ)インサイトの発見

SETP4 (ワークショップ)マーケティング施策のアイデア立案

距離を置いて追跡し、入店から離脱するまでの動線、視線、滞留時間、試行回数、両替行動
などを記録

1周目と同じルートを同行し、「その時の思考・行動理由」をポイント毎に確認・記録

対象者自身が気づいていない、聞かれないと言語化できない行動理由から、インサイトを発
見し、考察する


